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十字架のイエス様-その3（裸のイエス様）（ヨハネ19:23-24）
今、イエス様が十字架にかけられましたことについて、そこにどのようなメッセージがあるのかということを考えています。イエス様が人の手によって、十字架につけられました。それは、もちろんイエス様ご自身の姿であり、イエス様がどのような方なのかを現すものです。と同時に、それは私たち自分自身の姿でもあります。イエス様は私たちの身代わりとして十字架にかけられたということを忘れてはいけません。そこから私たちを見ることができるし、そこからメッセージを与えられるようになります。

今日の聖書を見ると、十字架にかけられましたイエス様の服がすべて破れて、下着があったのですがその下着が上から下までワンピースだったのです。それが剥がされて破れそうになったのですが、聖書が成就するための誰か一つのものにしようということでくじを引いたと記録されています。たぶん、死刑になる人の服をちぎって持っていくと、それがお守りのようなものになったのかもしれません。そのような習慣、伝統のようなものが、軍人の間にはありました。イエス様も例外ではありませんでした。しかし、下着は聖書に書いてあるとおり、くじを引いて誰か一人が持っていくようになりました。問題はそこではありません。その結果、イエス様は丸裸にされるようになったということです。私たちが絵を見たり、何か彫刻を見るときには、イエス様の人間として一番重要な部分は何かの布で隠されているのですが、聖書を見るとそこもありません。下着が丸ごと全部脱がされてしまったので、つまり、今、十字架にかけられているイエス様は丸裸にされているということです。なぜ、イエス様は裸の王様のようになってしまったのでしょうか。そこに今の私たちに対するどのようなメッセージがあるのでしょうか。これらを皆さんぜひ考えてください。

まず、私たちが考えないといけないことは、今、人々はそれぞれの生き方、生きざまをしています。しかし、意識的に、ほぼ無意識的に、みな何かを着飾って包装して人生を生きているということです。大事な品物がある時は、包装紙で包みます。包装紙は紙にすぎないものであって、中身ではありません。本物ではないのです。しかし、人々は知らずに、ほぼ無意識の中で包装紙に包まれて人生を生きているものではないでしょうか。ある人は、宗教という包装紙をかぶってその中を生きている人もいます。宗教そのものにのめり込んでいるので、自分がそのような人間であるかのように思い込んで、生きているでしょう。ときには、自分なりに良心に従って、一生懸命頑張る人もいます。よい行いにこだわる人もいます。それでできるだけ他の人より善を行い、その道を走っているかもしれません。その道徳的な規準から見たときに、良い行いという包装紙に包まれて着飾って生きている場合もあります。悪いかいいかの前に、自分は他の人より善良な人であり、そんなに悪いことなどしていないと、自分がそのような人間だと思って生きるようになります。ときには経済的にいろいろな努力によって豊かに裕福になる場合もあります。経済的な豊かさがその人を包んで、それがまるで自分であるかのように思い、そのような経済の豊かさを包装紙にして、それを着飾って人生を生きる人が少なくありません。ときには、知識や化学、文明も発展するようになります。もちろん、便利になりものすごい技術であることに間違いありません。それで知識を積んで科学的に発展し、そういう部分に対して優れたことによって、それを包装してしまいます。まるでそれが自分であるかのように思って人生を生きているのではないでしょうか。
ひとりも例外なく、すべての人がこのような意識、ほとんど無意識の中で包装紙に包まれて人生を生きているということを覚えていただきたいと思います。

　そういったことの中で、ある人は成功を治める場合があります。その成功がその人を着飾って、それが包装紙になって包まれ、それが自分だと、自分は成功している人間だと思うようになるでしょう。そのような包装の中、勘違いの中に生きるようになります。名誉を手に入れる場合もあります。そうすると、名誉ある人間だ、自分はそのような存在であるかのように思います。社会的な地位を得る場合もあります。そうすると、私は社会的に身分の高い、地位ある存在だ、そのような人間だというように皆がそう思うようになります。逆に申し上げると、差別を受けることがあり、人生で大きな失敗をしてしまう場合もあります。それが傷になり、トラウマになる場合もあります。それがその人をまた着飾って、その人を包む包装紙になる場合もあります。私は傷だらけの人間ですと。差別を受けたのが自分であるかのように、人生で大きな失敗をしてしまったのが本当の自分であるかのように。それで私は傷を抱えるしかない存在だと思い込んで、それがまるで自分であるかのように思うのです。皆、このように肯定的な意味を持つ場合もあるし、否定的な意味を持つ場合もありますが、様々な包装紙に包まれて生きています。その結果、人は自分自らごまかされて、だまされるようになります。つまり、この包装紙のゆえに、それが自分だと思い込んでいるがゆえに、本来の自分の姿を見ることができなくなります。

　それから、人生を生きること、また生きる目的もこの包装紙をどのように交換するか、どのように高級な美しい華やかな包装紙に取り換えるのが人生であるかのように人生を生きていくようになります。そして、ときには包装紙を、この着飾っているものを取り替える場合もあります。それで「やった」と思うでしょう。でも、それはしばらくの間です。その後は必ず訪れてきます。虚しさというものが。「これでなかったのに。違うな」となります。だいぶ年を召している方々は、今まで人生をそのような意味合いを持って頑張ってきたのではないでしょうか。何が残ったのでしょうか。それで、例えばその包装紙を高級なものに取り換えたとしても、そこに率直にまことの幸せはありません。まことの安らぎも人生の希望なども本当に輝く生き甲斐などもそこからは見られません。だから、皆、自分自身をごまかして二重人格者のように人生を生きるようになります。ときには自分で自分を慰めて、これで良いのだ、こういうものではないかと言い聞かせることによって落ち着かせようとしますが、それは限界があるものです。皆が悪い思いではありませんが、本当のことが分かっていないので、自分なりに何かの包装紙に包まれて人生を生きていて、それが自分だと皆勘違いしているのです。

聖書は私たちにメッセージを語っています。十字架にかけられました、裸になったイエス様の前に立たされて、人間は皆、裸にならなければいけないと。裸にならざるをえないでしょうというのがメッセージです。皆さんはどのような包装紙を持って、それを守ろうとして、あるいはそれを得ようとして、またそれを取りはがそうとして悩んで頑張っていらっしゃるのでしょうか。もう疲れて重荷を負っているでしょう。それを止めましょう。その着飾りによって振り回される、右往左往するような人生はもう終わりにしましょう。十字架の上でのイエス様は私たちに語っていらっしゃいます。これがあなたがたの姿です。着飾っている服などは全部、取りはがされて、丸裸になるのです。なにも飾らないで、本来のあなたがたの姿に目覚めていただきたい。私たちは神の前に立って、イエス・キリストの十字架の前ですべての人が裸にならなければなりません。そして、裸になっていらっしゃるイエス様の十字架の前に立たされると、私たちも丸裸にならざるをえません。それが私たちの本来の姿です。これっぽっちも残さず、今まで自分を勘違いさせていた、自分の包装紙、着飾っていた服などは全部、脱ぎ捨てるようにしてください。そうすると、本来の人間の姿が初めて見えてくるようになります。聖書は私たちの包装紙がどのようであっても関係なく、このように私たちのことを言っています。
すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができません。社会的な地位を持って着飾っているから、それが自分だと思っているから、今まで親の言うことをよく聞いて、まじめに頑張ってきてそんなに社会的なルールを犯したこともないし、人に迷惑をかけたこともあんまりないので、それが自分だと思うので、すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができないという本来の姿が見えません。まるで玉ねぎが何重にも川で包まれているかのように、剥がしても、剥がしても本来の姿が見えないようにされています。皆さんがどこの出身なのか、どんな育ちの環境で恵まれて育ったのか分かりませんが、それが自分だと思うでしょう。逆にものすごくひどいことを受けて傷だらけになるしかない暗い人生のトンネルを歩いてきたかもしれません。それが自分だと思うでしょう。その服を、その包装紙をもう御免だと思い、全部脱ぎ捨てましょう。初めて本来の自分の姿が丸裸になって見えてきます。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。

その結果、残念ながら、認めたくないでしょうが、あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出たものである。もうこれ以上、避けることができない、弁明できない最悪の状況が見えてくるようになります。これが私たちです。イエス様は下着まで全部脱がされることによって、恥をかき、丸裸になりました。それが私たちの姿です。私たちがそうならないといけないということです。十字架の上でのイエス様、そこから語られるメッセージに耳を傾けていただきたいと思います。玉ねぎの皮を全部剥がして、中身を見ないといけません。上だったのか下だったのか、裕福だったのか恵まれた環境だったのか、お彩が優しい人だったのか、ものすごくぐちゃぐちゃな人間だったのかなどと関係なく、本来の私たちの姿は悪魔を父と呼ぶようなどうしようもない存在でした。これが見えないのでしょうか。そうならば、いまだ何かを着飾っていて、何かに放送されて、それにだまされているのです。見るべきものが見えません。イエス様もおっしゃいました。あなたがたがと見るといっているからダメなのだ。もし見えないと言っているならば、あなたがたは助かっただろう。裸のイエス様、この言葉、この単語は永遠に忘れないようにしてください。イエス様は裸にされました。それで実は私たちのことをその着飾っている外見ではなくて、中身の本来の私たちに対して聖書は、あなたがたは生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれたと言っています。これが本来の私たちの姿なのです。なぜこれが見えないのでしょうか。もちろん神様の恵みでしょう。

旧約の聖書を見ると、ものすごく優秀な将軍がいました。その名前はナアマンという将軍でした。この人は周りのすべての民から尊敬されていて、戦争に勝利し続けたので王様からも称賛され、賞を受けるような立派な将軍でした。町を馬に乗って走っていきますと、皆が拍手を送るような将軍でした。しかし、家に帰って誰も見ていない所でよろいを脱ぐと、中身はらい病を患っていました。それが人間です。自分自身を誰だと思っていらっしゃいますか。日本人という包装紙をかぶって、それに頑固なのでしょうか。韓国人というもので着飾ってそれにこだわりそれが自分だと思っているのでしょうか。そうすると、見えません。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。神様のすべての祝福が全部断たれていて、あなたがたはあなたがたの父、悪魔から出たものであって、もうこれ以上、何も言わなくても希望のない存在、滅びることが定まっている運命の道を走る存在という意味です。誰がでしょうか。私たち皆です。世界中のすべての人が、外見がどうであろうが関係ありません。それで生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる。平安があるはずがありません。すべて一時的な快楽にすぎないものであって、ほっとしたというのもしばらくの間の心理的な効果にすぎないものであって、まことの安らぎと平安はあるはずがありません。神の御怒りがとどまっている人間ですから。誰がでしょうか。私がです。大統領のよろいをかぶっているその人がということです。社長というよろいをかぶっていて、ユネスコで世界中貧しい人、困難に当たっている人を身を持って助ける、犠牲を払っている、福祉というよろいをかぶっているその人が、あなたがたはあなたがたの父、悪魔から出たものであるというのが本来の姿なのに、着飾っていることによってよろいにだまされていて、翻弄されていて見えません。イエス様の十字架はそれをすべてばらしています。イエス様ご自身が丸裸になることによって、「皆そのよろいを脱ぎ捨てなさいよ。包装紙を破りなさいよ。着飾っているものを全部捨てなさいよ。丸裸になりましょう」と語っていらっしゃるのです。

実は私たちが元から、最初からこのような存在であったわけではありません。悔しい思いをしないといけません。本来の私たちの姿は、創世記１：27に書いてあるように、神様が宇宙の中心として神様と交わりを持って、神の栄光を宇宙万物に現すことができる神のかたちに作られたものでした。そのような人間がこのように堕落してしまいました。着飾っている様々なことを全部、脱ぎ捨てることによって、神のかたち、本来の姿を取り戻さないといけないのです。人間は神様と出会って、神様と一緒で、神様に守られ祝福されることによって幸せになるものです。よろいを脱ぎ捨てることによって、人間に何が本当に必要なのか、何が本当の問題なのかが見えてくるようになります。残念なのは、教会に通っていてメッセージを聞きながらも、これがその人に入って来ません。いまだいろいろなよろいによって着飾っているのです。よい意味でも悪い意味でも。それを今日限りで全部、脱ぎ捨てましょう。裸になりましょう。私たちは外見がどうであれ、神のかたちに作られ尊い存在であり、犬や猫とは違う動物ではありません。必ず神様と出会って神と一緒でなければいけない存在です。それがいろいろなことで包装されることによってそうでないかのように、それが見えなくなっていたのではないでしょうか。

皆さん、聖書を見ると、社会的に成功し、また良い行いをすることが悪いと言っているわけではありません。しかし、イエス様が世に来られて見ると、そういう人よりは失敗している人、苦労している人間、無視されている人種、阻害されている者、痛みを覚えている人々、暗い影に隠れている人々の方が、逆に幸いなものだと言われています。なぜでしょうか。自分の弱さ、自分が抱えている苦しみ、犯してしまった失敗、それ自体がよいわけではありませんが、そこには意味があります。どういう意味でしょうか。今まで、着飾っていて勘違いしていた包装紙、よろいを全部取り除くための作業です。そういう意味で私たちにある弱さや苦しみや他の人と比べたときにダメだと思うような、あるいは恥ずかしい失敗などそこには意味があります。それが悪いことではありません。それを傷として握っていてはいけません。良かったのだね。それでやっと私をごまかしていたよろいを、私を勘違いさせていた、着飾っているものを脱ぎ捨てることができたのではないのか。そうでないから、勘違いしているよりは失敗して人生の本来の姿を見ることができる方が幸いなのです。そのための材料です。よく整理していただきたいと思います。十字架の前で私たちは本当の意味で裸にならざるをえないし、裸にならなければなりません。そうしたときに私たちにはこのような結論がはっきりと見えてくるようになります。
人生のまことの答えはキリストしかないし、そのキリストは十字架にかけられて裸にされましたイエス様、その方です。その十字架の上でのイエス様ひとりしか人生の答えはありませんという答えに導かれるようになります。これを聖書は幸いだ、これが幸せなのだと言っています。皆さん、失敗もしたでしょう。恥ずかしい部分もいっぱいあるでしょう。また弱さも依然とあるかもしれません。良かったのではないでしょうか。そのことによってイエス・キリストしか人生の答えはないというところに導かれるきっかけとなったでしょう。だから、その弱さは幸いなものです。その失敗は良かったことなのです。何一つ捕らわれることがないようにしてください。そういう意味で私たちには傷などはありません。なぜそれが傷でしょうか。イエス・キリスト、人生の答えが分かるまでは傷だったでしょうが、これからは傷などありません。傷として残してはいけません。傷をよろいにしようともしないでください。全部、脱ぎましょう。裸になれば皆、一緒です。人間的にもそうでしょう。私みたいにハンサムでスタイルが抜群でという人と、誰かのような人とを見ると感じることがあっても、お風呂の中に入るときには、もちろん体の形はいろいろと違うでしょうが。飾っているものは全部、脱ぎ捨てて一緒です。霊的にも同じです。皆さん、なぜクリスチャンなのに葛藤や困難が絶えないし、クリスチャンとしての上からの力が現れるはずなのにそれが中々、自分のものにならないわけをご存知でしょうか。ある意味、裸になっていないからです。いまだになにかの包装紙に包まれているのです。本来の自分、それで人生の本当の答えが何なのかに釘を刺すことができないまま、行ったり来たり行き来します。もう今日で終わりにしましょう。イエス様は全部、脱がされて裸になりました。皆さん、全部脱ぎ捨てましょう。学歴が上だったでしょうか。高校中退でしょうか。それは包装紙です。それを全部脱ぎ捨てたときに、同じ人間の本来の姿が見えます。キリストが必要な、キリストでなければまったく希望が持てない、キリストによって新しくつくり変えられる人間がそこに見えます。神の愛が必要になる、神に祝福されることによって新しい人生を歩むことができる、犬と猫とは違う人間がそこにはいるのです。それを見ないといけません。人生のまことの答えはキリスト、イエスひとりしかいらっしゃいません。そのイエス・キリストによってのみ人生の問題がまことに解決できるようになるし、キリスト、イエスによってのみ、その人はいのちである神様と出会って、一緒になるようになります。キリスト、イエスによってのみ、その人は世の中では得られないまことの幸せを手に入れることができるし、キリスト、イエスによってのみ、その人はこの世の中に生きている間もまことの希望をもって人生を生きるようになります。その答えはイエス・キリストしかありません。着飾ること、包装紙などに翻弄される人生は、今日でおしまいにしていただきたいと願います。
結論を言いましょうか。そうならば今日から、今までも申し上げましたように、皆さん、ひとりになって真剣にじっくり考えながら、何が皆さんを包んで包装して翻弄させるのかを吟味し、勇気を持ってその包装紙、よろいを全部脱ぎ捨てる1週間であってほしいです。それで裸になってください。何かに対して頑固な部分があったり、またこの包装紙を脱ぎ捨てない限りは頑固な部分がいやされません。頑固になることなどありません。何に執着して、何にこだわるのでしょうか。丸裸になれば皆一緒です。キリスト以外には、輝くものがありません。主張する者もありません。頑固な部分があるということは、いまだそれを固く守らないといけないなにか包装紙を握っているからでしょう。その頑固さから自由になれないし、そのよろいを脱ぎ捨てない限りは、人生の困難、さまよいなどが終わりません。余計な戦い、争いに巻き込まれるようになるでしょう。だから、イエス様の十字架の前で裸になって人生の頑固さ、困難、さまよいに終止符を打ちましょう。

それから、皆さん、今までも告白していたでしょうが、イエスではなくて、オンリーイエスという信仰告白に理由があって意味を持って釘を強くさしましょう。皆さんが裸になればキリスト以外には希望もないし見えてくるものも実はありません。こだわるべきものがありません。まだ裸になっていないから、これもあれも気が散ってしまって、この話もこの主張もこの理論もとなるだけです。また、キリスト教を複雑にする偉い人たちもいますが、最終的には、他の宗教と一緒ではないのかというところまで持っていくのですが、それは裸になった経験がないからです。人生、本当に裸になればキリストしか見えません。十字架で私の身代わりとして死なれたキリストしか見えません。オンリーイエス。それに釘を刺しましょう。そこに自由があります。
それから、そのよろいを全部脱ぎ捨てて、これからはただの裸のままでいないで、そこにキリストというよろいを着るようにしましょう。キリストの服を着るようにしましょう。キリストのよろいを着るとどうなるのでしょうか。皆さんの外見や肉体的な条件、状況がどうであろうが、一切、関係なく、皆さんは絶対に滅びることができない救われた人であり、神が皆さんと永遠にともにおられ、しかも皆さんの内側に入って宿ってともに住まわれる神の神殿と呼ばれる尊い存在であり、聖なる人です。キリストのよろいをかぶりましょう。キリストのよろいを着ましょう。毎日、起きるたびにキリストで包装しなければなりません。毎日、包装紙がキリストに変わらなければなりません。何か変なことが思い起こされようとしたときに、すぐにカットしてキリストで自分の身を包むようにしないといけません。そうすると、皆さんは世界を変える唯一の希望者であり主人公であることが分かるようになります。能力と実力と社会的身分と一切関係なく、ハンサムなのかブスなのか一切関係なく、家庭環境がよいのか悪いのか一切関係なく、皆さんは尊い神様が皆さんを見てうれしくて、うれしくてたまらない存在であるということに気づくようになるでしょう。だから、なぜ古きよろいを着て苦労するのでしょうか。裸になって見るべきものをしっかり見て、オンリーイエスに釘を刺して、それからは何も気にしないで全部ふり払ってキリストのよろいを着るようにしましょう。そうすると、一日がわくわく、期待で楽しんで、今日も神様が私を通してどのような神の御用をされるか、どういうわざを成すか、私を通してイエス様と全く同じわざが現れる一日ではないのかということを考えて期待できるようになります。それを自分一人で神様にお話しすることをお祈りと言います。そのような期待があるから。「その通りになることを信じます。そのように導いてください」というのは祈りです。そのように自分自身の生き方、考え方を変えて、毎日が楽しみである、わくわくするクリスチャンの人生を歩んでいただきたいと思います。人間的な包装紙に邪魔されないで、それにだまされないでキリストのよろいを着て勝利の人生を歩んでいただきたいと願います。
(祈り)

　恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。今日も兄弟姉妹とともに、十字架の上での裸のイエス様を通してメッセージをいただきました。ひとりひとりが本当に十字架の前に立って裸になることができるように。今まで捕らわれている様々なものをすべて脱ぎ捨てることによって自由になり、オンリーイエスの答えをしっかり確認し、すべてから解き放たれ、キリストのよろいを着て勝利の道を歩む兄弟姉妹であるように主の御前にお祈りします。感謝して、イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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